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■日本燃焼学会創立50周 年記念特集■

「燃焼 研究 」の編 集部は,神 野 博先生が編集担 当にな ら

れた 1979年 5月 発行の第 50号 か ら京都大学工学部工業化

学教室 に移 って きた そ れ以来,編 集部が岡 山県立大学信

報工学部に移った期間を合めて,第 115号 で大阪府立大学

工学部に移 るまでの間,間 接,直 接に 「燃焼研究 Jの 編集

に関与 して きた ことになる 以 下,大 いに主観 的な話にな

ってい くこ とを承知の上で,「燃焼研究 Jの 変遷をた どり,

さらにその周辺のことにも触れていきたい と思 う

最初 は表紙 の色や, タイプ謄写 印刷な ど体裁は従来 のも

の と変化は なかった ものの,編 集後記に も書いておられる

ように,神 野先生が編集方針 として打ち出されたのは,毎

号で きるだ けテーマを絞 つた特 集号 とするとい うことであ

った 編 集委員会 とい う組織 をまだもっていなかった 「燃

焼研究Jに とって, この特集テ ーマを決定す るとい うこと

はなかなか大変な仕事であつた ようで, 自ら関係分 野を探

す とともに,近 しい方々 とも相談 しなが ら, V ろヽいろと思

案 した Lで 決めてお られたように思 う し か し,い まあ ら

ためて 「燃焼研究Jを 読み返 してみると,必 ず しもはつき

りしたテーマが掲げられていな い場合やテーマそのものに

「?Jを つ けざるを得 ない場合 もあ って,そ の 当時の先 生

の気 苦労が偲 ばれる も う一つの内容上の変化は,「燃焼

研究」が会員にとって役に立つ情報媒体であるべ きだ とい

う考えか ら,講 演討論会 や見学会の案内や結 果報告をで き

るだけ詳細 に載せ るようにされ た ことこ  ほ とん ど毎号の

巻末の数ベ ージのスペースが このために割かれている こ

れは後 に案 内の部分 と報告の部 分 とが分離 され,前 者 は会

費の納入依頼 な ど とともに会告 としてカ ラーペー ジに な

り, さらに第65号 か らは巻頭に移 って きた

私は,最 初の うち は学生 と一緒 に校正 や発送な どの業務

にもっぱら携わっていたが,神 野先生が 多忙になって こら

れた こともあって,徐 々に受 け持つ領域が拡大 していった

最初の 頃の大 きな仕事は,第 6S号 に掲 載された 「燃焼研

究Jの 第 1号 か ら第 67号 までの総 目次の作成で あつた

功刀先生や神野先生が もってお られた 「燃焼研究 Jを 机の

上に積み上げ,何 日間か格問 した ことを思い出す

この年に神野先生が 日本燃焼研究会の第 5代 会長に就任

された 先 生が会長 になられてまずされ たことは,数 百人

の構 成員か らなる団体 として の形 を整 えるこ とであ つた

その意味か らも,燃 焼研究会 の前年度の事業報告 と経理報

告を作成 し,次 年度の事業計画,予 算 とともに承認 しても
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らうことにな った こ れ らのことは直接 には 「燃焼研究J

の編集に関係 はなかったけれ ども,先 生のそれ らの新 しい

提案 にともな うてんやわんやぶ りを紹介 させ ていただ く

この うち周 囲のものにとって最 も大 きな精神的負担 になっ

たのは,経 理報告 ,特 に,収 支決算書 ,貸 借対照表 などの

財務表の作成であった あ らかじめ財務管理 について調 べ

ておられた先生か ら説明を受けたのではあるが, これ らの

表を作成す るためには,ま ず, その基本 となる燃焼研究会

の年度始めの維持会員数,個 人会員数 に基づいてその年度

に入って くるべ き会費を収入 として計上 し,さ らに決算 時

点で納入済 みの会費 と,未 納入の会 費が把握で きていな け

ればならない と ころが会 費納入方法一つを取 り上げてみ

ても,郵 便振替 ,銀 行 日座振 込,現 金書留な どがあ り, し

か も納入 され た会 費が 必ず しも当該 年度 のもの とは限 ら

ず,さ らにぅ年度途中の入退会会員な ど,そ れ らを間違い

な く処理 してい くことはかな り大変なことであった 神 野

先生は,わ れわれの苦労を横 目で見なが ら,す べての財 務

表の結果 は矛盾な く合 うはずだ といわれ るのが常 であ つ

た 先 生がいわれ ることに誤 りがないことは十分承知はし

ていたけれ どもぅ決算時期が近づ くと,毎 年度始め の 「燃

焼研究Jに 掲載 して いた数種類の財務表 が完成す るまでの

間は,神 野先生の秘書を してお られた女性 と私は,精 神的

にかな り消耗 して しまうという事態になるのが年中行 事 と

なった

経理上の問題 もあって, この時期か らデータベースを用

いて会員管 理をお こなうことに なった そ してそれ と同時

に新たに加 わった仕事が,毎 年会員名簿 を発行 して 「燃焼

研究Jと ともに送 付することと,各 会員に会 費納入状況を

知 らせ るための記号 を会員一 人一人 に対 して 「燃焼研究J

を送付す る ときの宛名 ラベルに刷 り込む ことであつた こ

れ らについてはいずれ も,処 理 ソフ トを組み上げて しまう

までに吉労をした

「燃焼研究」の編集 に話 を戻 す と,1987年 4月 発行の第

74号 か ら,そ れ まで長 く続いていた表紙の体裁 が変わ り,

裏表紙 に英文 日次がつけられ るようになった ま た,本 文

は 2段 組 にな り,か な り読みやす くなった と思 うが,印 刷

はまだ大部分が従来のタイプ印刷のままであった

1991年 4月 に日本燃焼研究会は日本燃焼学会に名称変更

され た 「燃焼 研究 」IFE条については,1993年 になって,

麿安博 之委員長以下 5名 の編集委員か らなる 「燃焼研 究J



特集, 日本燃焼学会創立 50周 年式典および寄書

編集委員会 が設立され,各 号の企画 ,編 集,発 行のすべ て

の業務が この編集委員会 に引き継がれた 当 時の 日本 燃焼

学会平野敏右 会長の意 向もあつて,発 行 は 1月 ,4月 ,7

月,10月 の年 4回 とな り,会 員か ら広 く投稿原稿を募集す

ることになった 1993年 4月 発行の 「燃焼研究」第 92号

の巻末には投稿規定が記載されている そ の規定 によると,

原稿 の種類 としては,研 究論文,総 説 (レビュー),解 説 ,

資料,そ の他 (論説,随 想など)と なってお り, それぞれに

ついて規定 ページ数や原稿執筆 要領が決められている こ

の段階で 「燃焼研究 Jに も原著論 文を投稿することが可能

になったわ けである さ らに,表 紙 には燃 焼に関するカラ

ー写真 が掲載 され ることにな り,第 92号 を境 に して 「燃

焼研究Jは 内容的に も外観的にも面 目を一新 し,学 会誌 と

して将来の方向に向かって一歩 を踏み出 した といつて もよ

い そ の後,編 集委員会は年 2回 程度の頻度で開かれ,大

学および企業か らの 5～ 6名 の編集委員が,毎 回その先何

号か分のテ ーマを,基 礎的研究,応 用技術 ,タ イム リー な

話題 など多 方面 にわたって検討 し,各 号の担当編集委員を

決めていった さ らに依頼原稿 につ いては著 者を推 薦 し,

担当編集委 員が依頼す るとい う形 を とった た とえば,第

100号 か らシ リーズ として始 まった研究所紹介では,最 初

は国内の企 業の研究所や研究機 関, さ らには国外の研究機

関を含めて 多数の研究所の活動 が紹介されてお り,そ れぞ

れ燃焼研究 における現状,動 向を女Bる 上で興味深い情報 を

与えて くれている ち なみに 1年 間にわたって表紙 を飾 る

ことになる写真は,原 則的に 「炎の写真展 」で優秀な成 績

をお さめたもので,ご 存 じのようにいず れ も 「燃焼研究J

の顔 としてふ さわ しい ものばか りであった

私 もこの編 集委員会 に加わって いて,主 として原 稿を受

け取つてか ら後の過程を担当 していた 各 著者か らの原稿

が出そろつた後の編集サイ ドの最 も重要な, しか も厄介 な

仕事は校正 である 以 前か ら 「燃焼研究 Jの 校正は,著 者

に送 ってや って もらうのではな く,学 生にも手伝つて もら

って研究室 内で手分 けしておこなっていた こ の ときに特

に面倒で気 を使 うのは数式の部 分であった こ の ことは原

稿か ら印刷用 の版 を作 るときにもまった く同様であ つて,

複雑な数式 が出て きた場合 には,印 刷所の人 に研究室 まで

出向いて も らって直接指示 しな ければな らないことも多か

つた

1993年 4月 か ら,私 の伝動にともなって編集 に対する実

務的な仕事 の場が岡山に移 るこ とになって しまい,上 記の

ような問題 も含めて,印 刷 と発送 をどこです るか とい う間

題で ,か な り深刻 な事態に陥つた そ れ まで依頼 していた

京都の印刷 所 ともいろいろ相談 の結果】幸いなことに 「燃

焼研究Jの 発送 は印刷所で引き受けて もらえることにな り,

問題の一つ は解決 した 残 ったのは印刷原稿作成 と校正 の

問題であつた と ころがち ょうどこの ころ,い わゆるデ ス

ク ・トップ ・パ ブリシング (DTP)が 普及 して きて,私 の研

究室にも DTPソ フ トであるTEXと レーザープリンターが

はいって きた 印 刷の専門家か ら見れば,活 字かプリンタ

ーの文字か は一 目瞭然であるとのことであったが,そ の点

につ いては目をつぶ り,「燃焼研究Jの 印刷用オフセ ッ ト

版作 りに DTP法 を利用す る ことによって,校 正 をす る必

要がないよ うに した さ らに,著 者には原 稿 をフロッピー

ディスクに入れて送 って もらい,そ れ らの原稿 を直接印刷

原稿 に変換 した こ の方法 に よって少な くとも本 文に関 し

ては,改 行 ,イ ンデ ンテー シ ョン,句 読 点な どについて,

エデイタの操作 と自作 した変換 プログラムによって比 較的

簡単に形を整えることがで きる ようにな り,各 原稿 を共 通

のフォーマ ッ トに統 一す るこ とも可 能になった  し か し,

数式については,TEXの 書式にしたがってすべて入力 し直

す必要があ り,正 直言って,数 式が多い原稿 を手にした と

きはため息 をつ きたい思いであ った 表 は複雑な ものを除

いて原則 的に TEXで 作 り直 した ま た,図 については,

原図を通当 な大 きさになるように縮小 し,本 文の対応 する

位置に窓を あけておき, そ こへ姑 り付けた 各 著者か ら送

られて きた原稿だけではな く, 日次,会 告な ど表紙 と裏表

紙 を除いたすべてのベージにつ いても同様 に印刷用原 稿 を

プリン トア ウ トし,印 刷所 に送 ることにした EttFHl所に信

頼で きるス タッフがおられた こ ともあって, このオフセ ッ

ト印用」方式 を とることによって,印 刷所 にオ フセ ッ ト原稿

を送 りだ して しまえば 「燃焼研究」発行の仕事 は事実上す

べて終了することにな り,非 常に楽になった

い ま, こ の原稿 を書 くに当たつて,ま た以前の ように

「燃焼研究Jを 机の上に積み上げて 1冊 1冊 を手に取 って

みてい くと,特 に原稿 を 目に見 える形に して い く過程に携

わっていたこともあって,い ろいろなことが思V 出ヽされる

しか し,現 在発行 されている 「燃焼研究」 と見比べて みる

と,現 在のもの はさらに大 きな一歩 を踏み出 した ことが実

感で きる 「燃焼研究J, そ して 「日本燃焼学 会Jの さらな

る発展 を祈念する次第である
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